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第
38
回
硯
心
会
書
展
の
ご
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
硯
心
会
書
展
部　

河 

合 

洋 

輔
（
57
期
）

本
年
の
硯
心
会
書
展
は
令
和
元
年
７
月

18
日
か
ら
21
日
ま
で
銀
座
洋
協
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
硯
心
会
書
展
は
同
時
期
同
会
場

で
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
夏
は
会
期

中
晴
天
に
恵
ま
れ
、
連
日
暑
い
中
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
来
場
ご
高
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
展
は
第
二
期
（
昭
和
二
十
六
年
入

学
）
か
ら
第
六
十
七
期
（
平
成
二
十
八
年

入
学
）
ま
で
、
１
０
１
名
の
会
員
の
皆
様

か
ら
、
世
代
や
流
派
を
超
え
多
種
多
様
な

書
作
品
を
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
展
は
幅
広
い
世
代
で
出
品
者
数

が
増
え
、
久
し
ぶ
り
に
１
０
０
名
を
超
え

ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
展
覧

会
最
終
日
に
行
な
わ
れ
た
総
会
や
懇
親
会

に
も
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

学
部
生
に
同
窓
会
、
同
窓
会
展
へ
の
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
会
期
中
に
学
部
生

を
会
場
に
招
き
、
展
覧
会
を
観
覧
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
長
野
会
長
、
加
藤
理
事
長

と
の
懇
談
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
六
十
有

余
年
も
続
く
本
同
窓
会
は
東
京
学
芸
大
学

書
道
科
卒
業
生
の
母
校
を
愛
す
る
気
持
ち

が
あ
れ
ば
こ
そ
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を

共
有
す
る
こ
と
が
今
後
の
硯
心
会
の
さ
ら

な
る
発
展
に
繋
が
る
こ
と
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

特
別
展
示
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
卒

業
15
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
第
53
期（
平

成
13
年
入
学
）
の
有
志
展
を
行
な
い
ま
し

た
。
硯
心
会
会
則
の
第
４
条
に
基
づ
き
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
若
い
期
の

交
流
を
深
め
る
た
め
、
同
期
展
の
作
品
発

表
の
場
を
提
供
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
出
品
者
は

６
名
で
各
々
１
点
か
ら
３
点
の
出
品
で
計

11
点
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
は
多

種
多
彩
な
作
品
が
並
び
、
学
芸
大
学
に
ゆ

か
り
の
あ
る
高
塚
竹
堂
の
い
ろ
は
歌
の
双

鉤
填
墨
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
本
展
に
も

花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

会
期
中
に
は
第
53
期
で
同
窓
会
を
行
な

う
な
ど
旧
交
を
温
め
た
そ
う
で
す
。
こ
う

し
た
展
示
が
各
期
、
会
員
間
の
交
流
を
深

め
る
一
つ
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

今
後
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
魅
力
あ
る

展
覧
会
を
目
指
し
、
硯
心
会
書
展
を
盛
り

上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
役
員
一
同
一
丸
と

な
り
活
動
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
何
卒
、

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

会
場
の
様
子
①

会
場
の
様
子
②
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埼
玉
硯
心
会
の
活
動
報
告

 

埼
玉
硯
心
会
事
務
局　

杉
山
惠
美
（
25
期
）

　

８
月
４
日
（
日
）
～
７
日
（
水
）
の
日

程
で
埼
玉
会
館
第
三
展
示
室
に
お
い
て
第

42
回
埼
玉
硯
心
会
書
作
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
も
、
８
期
か
ら
64
期
ま
で
37

名
の
出
品
者
が
82
点
の
作
品
を
展
覧
し
ま

し
た
。
今
年
は
梅
雨
明
け
直
後
の
酷
暑
の

中
で
し
た
が
、
出
品
者
の
関
係
者
を
中
心

に
、
５
０
０
名
余
の
ご
観
覧
を
頂
き
、
盛

会
の
裡
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
暑
さ
の

中
ご
来
場
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
い
展
示
室
に
様
々
な
力
作
が
並
ぶ
中
、

老
若
男
女
の
会
員
が
互
い
に
批
評
し
合
っ

た
り
、
各
自
の
書
道
へ
の
熱
い
思
い
を
語

り
合
っ
た
り
と
、
事
前
の
数
回
の
研
究
会
・

会
期
中
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
交
流
が
で

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
埼
玉
硯
心
会
の
発
足
か
ら
顧
問

と
し
て
ご
指
導
、
賛
助
出
品
を
賜
り
ま
し

た
吉
田
鷹
村
先
生
が
展
覧
会
後
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
こ
と
、
寂
し
い
限
り
で
す
。
長

い
間
の
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
秋
に
は
書
道
博
物
館
な
ど
、
台
東
区

周
辺
で
の
研
修
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
意
義
な
一
日
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

53
期
有
志
展
の
様
子
①

53
期
有
志
展
の
様
子
②

　

来
年
度
は
、８
月
１
日（
土
）～
４
日（
火
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
会
館
第
三
展
示
室
で
開
催
予
定
で
す
。

ご
高
覧
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　

千
葉
硯
心
会
書
展
の
ご
報
告

 

千
葉
硯
心
会
事
務
局　

石
井
昭
正
（
31
期
）

 　

千
葉
硯
心
会
書
展
は
、
原
則
、
千
葉
県

在
住
・
在
勤
の
東
京
学
芸
大
学
書
道
科
出

身
者
を
会
員
と
し
、
現
在
の
会
員
数
は

１
３
０
名
ほ
ど
。
年
に
一
度
の
展
覧
会
に

は
三
分
の
一
程
度
の
会
員
が
毎
年
出
品
し

て
い
ま
す
が
、転
居
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

出
品
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
若
い

力
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
７
月
30
日
～
８
月
４
日
、

第
48
回
展
と
し
て
、
千
葉
県
立
美
術
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
品
点
数
は
、
昨
年

度
よ
り
１
点
増
え
、
34
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
品
者
は
、
世
話
人
・
代
表
鈴
木
一
敬
・

石
井
天
游
・
青
木
鶴
水
・
勝
尾
教
弘
・
鈴

木
光
鶴
・
鈴
木
真
未
を
は
じ
め
、
阿
部
延

子
・
飯
森
金
鷺
・
石
井
雪
花
・
宇
野
玉
邨
・

大
隅
晃
弘
・
大
髙
紫
葩
・
小
川
青
華
・
角

地
麗
空
・
神
山
千
代
・
小
泉
興
起
・
甲
州

む
つ
み
・
鹿
野
清
洞
・
須
田
凌
丘
・
高
井

葉
風
・
高
橋
敏
行
・
竹
之
内
鐃
僊
・
田
中

松
猩
・
塚
本
虚
齋
・
辻
元
大
雲
・
時
田
大

祥
・
福
島
林
邨
・
町
田
佳
奈
子
・
目
良
丹
崖
・

森
舞
扇
・
安
塚
旭
洞
・
湯
浅
宗
中
・
四
十

栄
明
菜
・
渡
辺
柱
雲
。

　

昨
年
は
台
風
の
接
近
に
伴
い
来
場
者
数

は
五
百
人
ほ
ど
で
し
た
が
、
酷
暑
が
続
く



硯心会だより　第４号

中
、
今
年
は
例
年
並
の
１
０
０
０
人
近
い

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
作
や
小
品
、
一
字
書
か
ら
多
字
数
書
、

漢
字
・
仮
名
・
漢
字
仮
名
交
じ
り
書
、
書

体
や
書
風
も
様
々
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
個
性
溢
れ
る
作
品
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

小
学
生
か
ら
ご
年
輩
の
方
々
ま
で
、
熱

心
に
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
の
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

  

来
年
度
も
、
同
時
期
に
開
催
予
定
で
す
。

世
話
人
に
も
若
い
世
代
が
加
わ
り
心
機
一

転
。
ご
高
覧
・
ご
批
評
賜
れ
れ
ば
幸
甚
で

ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

令
和
元
年
度
夏
期

硯
心
会
理
事
会
・
総
会
報
告

　

去
る
令
和
元
年
７
月
21
日
（
日
）
17
時

か
ら
、
銀
座
洋
協
ホ
ー
ル
に
て
、
理
事
会
、

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
各
期

理
事
宛
に
議
事
録
を
本
部
事
務
局
よ
り
送

付
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
簡
単
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

◆
第
38
回
硯
心
会
書
展

出
品
者
数　

１
０
１
名
（
前
回
８
５
名
）

総
来
場
者
数　

５
４
７
名

硯
心
会
書
展
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
出

品
要
項
の
閲
覧
、
出
品
票
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
に
な
っ
た
。

◆
第
43
回
学
芸
書
道
全
国
展

会　

期　

令
和
元
年
８
月
23
日
（
金
）

～
24
日
（
土
）
10
時
～
18
時
、
24
日
（
土
）

16
時
ま
で

　

会　

場　

東
京
学
芸
大
学
芸
術
館

◆
２
０
２
０
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
度
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
受
け
、

２
０
２
０
年
記
念
展
を
開
催
す
る
。

◇
第
39
回
硯
心
会
書
展

会　

期　

２
０
２
０
年
８
月
19
日
（
水
）

～
22
日(

土)　

10
時
～
18
時　
　
　
　
　
　
　
　

19
日
（
水
）
は
13
時
か
ら
、
22
日
（
土
）

は
16
時
ま
で

　

場　

所　

銀
座
洋
協
ホ
ー
ル

　

作
品
締
め
切
り　

７
月
１
日

　

搬　

入　

８
月
19
日
10
時
～

　

搬　

出　

８
月
22
日
16
時
～

理
事
会　

８
月
22
日
16
時
30
分
～

総　

会　

８
月
22
日
17
時
～

学
芸
書
展
準
備
作
業　

８
月
22
日
16
時
30
分
～
18
時

懇
親
会　

８
月
22
日
（
土
）
18
時
～

特
別
展
示　

依
頼
中

◇
第
44
回
学
芸
書
道
全
国
展

会　

期　

２
０
２
０
年
８
月
23
日
（
日
）

～
24
日
（
月
）

展
示
作
業　

８
月
23
日
９
時
～
12
時

表
彰
式　

８
月
23
日
14
時
～

撤
去
・
整
理
・
返
却　

８
月
25
日

表
彰
式　

検
討
中

令
和
元
年
度

第
43
回
学
芸
書
道
全
国
展
開
催

　

硯
心
会
と
東
京
学
芸
大
学
書
道
分
野
の

共
催
に
よ
り
、
７
月
28
日
（
日
）
に
東
京

学
芸
大
学
大
学
書
道
実
習
室
を
お
借
り
し

て
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、８
月
23
日
（
金
）、

24
日
（
土
）
の
両
日
、
東
京
学
芸
大
学
芸

術
館
に
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
24
日

（
土
）
に
は
、
東
京
学
芸
大
学
・
中
島
裕
昭

副
学
長
の
ご
臨
席
を
得
て
、
表
彰
式
が
盛

大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
43
回
の
出
品
団
体
は
１
０
８
団
体

（
10
団
体
増
）、
総
出
品
点
数
は
８
３
３
４

点
（
４
７
３
点
増
）
と
な
り
、
全
国
よ
り
、

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
優
秀
な

作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
団
体
賞
が
２
校
、
優
秀
団
体
賞

が
15
校
、
団
体
賞
が
12
校
に
授
与
さ
れ
、

東
京
学
芸
大
学
学
長
賞
10
点
、
硯
心
会
会

長
賞
11
点
、
東
京
新
聞
賞
３
点
、
全
日
本

書
写
書
道
教
育
研
究
会
賞
17
点
、
東
京
都

小
学
校
書
写
研
究
会
賞
３
点
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
硯
心
会
理
事
長
賞

１
０
１
点
、
硯
心
会
奨
励
賞
２
１
６
点
の

他
、
特
選
、
秀
作
、
佳
作
、
入
選
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
賞
の
最
高
賞
で
あ
る
東
京
学
芸
大

学
学
長
賞
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

小
６　

鎌
倉
芽
生
（
西
書
道
塾
）

中
２　

熊
谷
香
織（
桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校
）

中
２　

小
林
眞
妃
奈
（
滝
野
書
道
教
室
）

中
３　

山
口　

彩
（
勝
田
書
道
塾
）

高
１　

山
崎
真
奈

         （
横
浜
市
立
金
沢
高
等
学
校
）

高
２　

小
高
英
季

         （
埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
）

高
２　

高
濱
莉
音
（
如
恵
会
）

高
３　

菊
池
海
里
（
大
分
高
等
学
校
）

高
３　

笹
熊
勇
我 （
川
崎
市
立
高
津
高
等
学
校
）

高
３　

田
村
理
莉
（
大
成
高
等
学
校
）
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「
日
中
韓
書
教
育
交
流
展
―
教

育
・
研
究
・
文
化
―
」
報
告

本
年
度
は
、
硯
心
会
を
は
じ
め
、
駐
日

本
国
中
華
人
民
共
和
国
大
使
館
文
化
部
、

駐
日
本
国
大
韓
民
国
大
使
館
文
化
院
、
全

日
本
華
人
書
法
家
協
会
、
高
麗
書
芸
研
究

会
、
山
口
文
林
堂
の
ご
後
援
に
よ
り
、「
東

ア
ジ
ア
書
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
１

回 

日
中
韓
書
教
育
交
流
展—

—

教
育
・
研

究
・
文
化—

—

」
お
よ
び
「
日
中
韓
書
教

育
国
際
会
議
―
―
日
中
韓
の
書
教
育
と
教

科
書
」
が
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
、
中
国
か
ら
は
北
京
師
範
大
学
、
韓

国
か
ら
は
ソ
ウ
ル
教
育
大
学
校
の
教
員
、

卒
業
生
を
中
心
と
し
た
出
品
者
お
よ
び
来

日
者
に
よ
っ
て
、
作
品
に
よ
る
交
流
の
他
、

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
、
開
幕
式
、
筆
会
、
合
同

で
の
美
術
館
参
観
等
、
人
と
人
と
の
交
流

も
は
か
り
、
さ
ら
に
学
術
交
流
も
お
こ
な

い
ま
し
た
。
次
回
の
東
ア
ジ
ア
書
教
育
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
２
０
２
１
年
度
に
、

中
国
北
京
で
12
月
に
開
催
予
定
で
す
。（
来

年
度
は
従
来
の
三
国
展
の
枠
組
み
で
日
本

で
開
催
予
定
）
今
年
の
開
催
の
詳
細
は
次

の
通
り
。
会
期　

２
０
１
９
年
８
月
19
日

（
月
）
～
21
日
（
水
）
10
時
～
18
時
（
19
日

は
13
時
よ
り
、
21
日
は
17
時
ま
で
）、
会
場　

TH
EATRE1010

会
員
展
覧
会
の
ご
案
内

　

硯
心
会
会
員
に
よ
る
個
展
・
同
期
展
の
情
報

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

呪
文
を
紡
ぐ

M
ICH

IKO
 H

AM
ASAKI  EXH

IBITIO
N

２
０
１
９
年
11
月
１
日
（
金
）
～
13
日
（
水
）

11
時
～
19
時
（
最
終
日
17
時
30
分
）

RO
PPO

N
G

I STRIPE'S SPAC
E

（
六

本
木
５
―
10
―
33
ス
ト
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
ビ

ル
）
六
本
木
駅
３
番
出
口
よ
り
徒
歩
４
分

❖
13
期
濱
崎
道
子
に
よ
る
個
展
。

尾
花
也
生
書
展

第
４
回 

最
後
の
１
０
０
点
個
典
・

筆
と
陶
刻
の
変
遷

２
０
１
９
年
11
月
29
日
（
金
）
～
12
月
３

日
（
火
）
10
時
～
18
時
（
最
終
日
17
時
ま
で
）

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
（
宇
都

宮
市
本
町
１
―
８
）
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口

駅
前
バ
ス
県
庁
前
下
車
（
徒
歩
約
５
分
）、

東
武
宇
都
宮
駅
下
車
徒
歩
約
10
分
。

❖
９
期
の
尾
花
也
生
に
よ
る
個
展
。

発　

行　

⦿
硯
心
会
本
部　

〠
１
８
４
―
８
５
０
１

　
　
　
　

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
４
―
１
―
１

　
　
　
　

東
京
学
芸
大
学　

加
藤
泰
弘
研
究
室

編　

集　

⦿
硯
心
会
事
務
局　

〠
１
２
４
―
０
０
１
１

　
　
　
　

四
つ
木
４
―
４
―
12　

草
津
祐
介

　
　
　
　

✉ usk932@
hotm

ail.co.jp
硯
心
会
HP　

http://kenshinkai.grupo.jp

表
彰
式
の
様
子

会
場
の
様
子

開
幕
式
の
後
、

参
加
者
で
の

記
念
写
真

（
右
）


